





























































































KG 社会学批評 第 7号 ［March 2018］
2 建物の建設プロセスに関わることの意味
こうした「参加型リノベーション」には、どのような意味があるのだろうか。筆者は二つの
重要な意味があると考えている。一つは、こうしたイベントを行うことで、人々が、街の中に
自分が愛着を持って集うことができる場を持つことができるという意味である。筆者はこの後
も二度、このゲストハウスを訪れているが、筆者と同様にペンキを共に塗った参加者もまた、
同じくらいの頻度でこの場所を訪れている。
そうしてもう一つは、こうした「参加型リノベーション」が「住む」ということに対するリ
テラシーを高めるきっかけとなることである。1960年代以降、住宅は建てるものから買うも
のへとその性格を変えていった。住宅会社によって売られている住宅は商品であり、精密な工
業製品でもある。それゆえに、中身はブラックボックスであり、ちょっとした不都合が発生し
ても自分では直せない。
現在の住宅は腐敗や劣化しにくい新建材を使っており、それゆえに、「メンテンナスフリー」
で 30年くらい住むことができる。一方、昔の木造住宅は、雨漏りや建付けの不良などが現在
と比較して頻繁に発生したため、その都度、近所の大工や工務店にメンテンナスを依頼してい
た。また住人に合わせた増改築もフレキシブルに行いながら、長年住み継いでいったのであ
る。つまり、手のかかる住宅を通して、住むということに対して、現在よりもはるかに意識を
傾けていたのである。
「参加型ワークショップ」は、床を貼ったり、壁を塗ったりしながら、住宅が重さや手触り
のあるモノの積み重ねで出来ていることを体感し、人の手で作られていくことを改めて機会を
提供してくれる場でもあるのである。
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